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官
計
畢
に
於
け
る
概
念
と
用
語
白
問
題

Eえ

~f 

合
計
皐
に
於
け
る
概
念
と

用
語
の
問
題

尾

上

まt

.忠

賓
際
の
技
術
の
説
明
の
域
を
脱
ぜ
守
、
慰
問
的
に
は
未
後
連

な
扶
態
に
あ
る
合
計
撃
に
於
い
て
は
、
そ
の
事
問
的
性
質
さ
へ

定
分
明
確
に
規
定
さ
れ
て
ゐ
た
い
れ
V

同
時
に
そ
の
基
本
的
危

諸
概
念
に
就
い
て
も
屡
と
明
確
さ
を
H

附
い
て
ゐ
る
。
勿
論
、
準

者
が
概
念
規
定
を
全
然
行
は
ね
課
で
は
左
い
が
、
多
〈
は
投
術

の
常
識
的
な
説
明
に
留
る
か
、
或
は
展
開
ナ
e

へ
き
問
題
か
ら
遊

離
し
た
抽
象
的
な
定
義
に
趨
っ
て
ゐ
る
。

所
謂
商
業
間
半

(
F
E
E
Z
E
g。
E
S
E母
胎
と
し
て
絞
侍
経

済
由
宇
宙

om臣
官
吉
町

E
E
P
-
o
y目
)
が
成
立
時
四
展

L
て
以
来
、
合
計

方
法
K
闘
す
る
問
題
は
居
酒
、
経
皆
の
計
算
制
度
の
問
題
と
し
て

第
五
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一
一
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巻

O 
F又

絞
告者
経
済
皐
([) 

部
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査号
ν、

論
ぜ
ら
立L
売'2)_ 

O 
併八

己

の
場

策

強

合
に
於
い
て
も
、
経
持
経
済
事
白
惜
が
未
だ
串
間
的
に
育
分
組

織
さ
れ
世
、
そ
の
串
間
的
性
質
が
甚
だ
陵
昧
左
た
め
に
J

計
算

制
度
白
問
題
が
そ
の
皐
問
閥
系
に
於
い
て
如
何
友
る
地
位
に
置

か
れ
る
の
か
、
ま
た
従
来
の
舎
計
皐
に
謝
し
て
如
何
た
る
関
係

に
立
つ
む
か
明
ら
か
で
な
い
。
従
っ
て
共
の
概
念
規
定
に
し
て

も
、
各
個
の
規
定
に
於
い
て
必
A
T
し
も
規
定
さ
る
べ
き
と
と
が

規
定
さ
れ
て
ゐ
る
と
は
一
五
へ
や
、
車
γ

ろ
混
誌
を
加
へ
た
知
も
歩

く
注
い
と
出
ω
は
れ
る
。

合
計
墜
或
は
経
皆
経
済
問
曜
の
如
き
、
成
義
に
於
け
る
雑
怪
墜

に
属
す
る
事
問
を
事
ぷ
者
の
一
つ
の
悩
み
は
、
右
白
如
〈
概
念

が
極
め
て
不
明
確
な
上
に
、
之
に
封
し
貧
に
多
種
多
様
左
用
語

が
行
は
れ
て
ゐ
る
己
と
で
あ
る
。
剖
ち
、
問
同
一
の
封
象
に
劃

し
多
く
白
表
辛
が
存
荘
ず
る
(
倒
、
ぱ
、
負
債
が
如
何
に
種
々
に
表

現
合
一
件
て
ゐ
る
か
)
、
防
同
一
白
表
宰
に
よ
っ
て
本
質
的
に
異
っ
た

事
象
が
表
現
さ
れ
る
(
例
へ
ば
、
利
益
な
る
語
が
如
何
に
晃
っ
た
内
容

を
骨
ん
で
ゐ
る
か
)
、
同
本
質
的
に
異
っ
た
事
象
が
時
に
よ
っ
て
種

々
に
表
現
さ
れ
る
(
例
へ
ぽ
、
時
に
は
陳
情
、
時
に
は
費
用
な
る
名
稽

蜂川教授、骨計墜由本賓と其白問題、(露関論叢、体34.益事事E披)。
。へば、 Nicklisch，Die Betriebswirtschaft， 7 Aut1. 1932 
越川教授、純普畢素捕、(摂警と鰹務、第3巷第Z旗)。
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に
よ
っ
て
如
何
に
異
づ
た
概
念
内
事
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
と
、
等
白
場
合

が
あ
う
で
概
念
と
別
語
と
が
救
ふ
べ
か
ら
ざ
る
混
乱

E
呈
し
て

ゐ
る
と
と
で
あ
る
。
己
の
と
と
は
、
英
米
系
の
合
計
墜
と
湖
逸

い、系
Oりの

そ

れ
L 

泊三

週Z
存
す
る
寺丸
固
に

方そ
ν、
亡

特
Iこ
そ
の
感
泊三

i架

か
〈
白
如
き
は
、
車
に
間
宇
同
研
究
白
進
歩
を
阻
害
す
る
の
み

左
ら
十
、
賓
際
上
か
ら
見
て
も
、
殊
に
最
近
白
如
〈
統
一
的
合

計
組
織
り
制
定
が
問
題
に
な
っ
て
来
る
と
、
そ
の
不
便
が
痛
感

さ
れ
る
諜
で
あ
る
。
既
に
夙
〈
統
一
的
合
計
組
織
の
制
定
が
寅

施
さ
れ
た
米
国
及
び
縄
逸
に
於
い
て
は
、
同
時
に
概
念
或
は
用

語
の
統
一
が
問
題
に
さ
れ
た
。
併
し
、
墜
問
及
び
寅
際
の
現
快

か
ら
見
て
、
概
念
或
は
肘
語
の
統
一
は
望
ま
し
い
と
と
に
は
相

遠
な
い
が
、
ま
た
側
め
て
困
難
な
仕
事
で
あ
る
。
而
し
て
、
若

し
統
一
が
行
は
れ
る
と
す
れ
ば
、
如
何
仕
る
限
度
と
方
法
に
於

い
て
可
能
た
り
や
が
問
題
で
あ
る
。
以
下
、
澗
遜
に
於
い
て
肘

語
の
統
一
が
問
題
と
な
っ
た
営
時
、
ス
テ
フ
ア

y
・
ロ
レ
ン
ツ

白
後
表
せ
る
方
法
論
を
紹
介
し
て
み
る
av

合
計
畢
に
於
け
る
概
念
と
用
語
の
問
題

一
般
に
「
概
念
」
と
云
は
れ
る
場
合
、

て
表
卒
ナ
バ
、
き
客

償
、
二
、
認
識
像
、
一
二
、
表
章
手
段
、
四
、
用
語
、
の
四
個
白

も
の
が
恒
則
さ
れ
て
ゐ
在
い
。
故
忙
先
づ
是
等
四
つ
を
定
義
し

て
置
〈
必
要
が
あ
る
。

一
、
表
章
容
捜

(
】
印

O
N
段
。
F
ロロロ
m
E
S
o
E
4

(
場
合
に
よ
っ
て
研
究

卦
象
た
ηJ
符
る
)
と
は
、
そ
れ
忙
就
い
て
認
識
す
べ
き
特
性
に
世
帯

い
て
一
義
的
に
示
ヨ
る
ぺ
昔
針
象
言
。
唱
E
E
p
t
)
で
あ
る
。
而

し
て
、
表
章
容
棋
は
そ
の
性
質
か
ら
次
白
二
種
の
概
念
に
国
別

さ
れ
る
。
印
ち
、

間
目
的
事
拍
車
及
び
目
的
制
度
、
卸
ち
例
へ
ば
、
簿
記
、
貸
借

勤
附
炎
、
勘
定
、
日
記
帳
、
仕
諜
帳
、
元
帳
等
の
如
き
、
人
間

が
何
ら
か
の
目
的
白
た
め
に
創
造
せ
る
も
の
。
と
れ
ら
白
も
白

に
閲
す
る
概
念
を
定
義
す
る
場
合
に
は
た
づ
そ
の
目
的
概
念
を

明
ら
か
に
し
左
け
れ
ば
友
ら
血
。

同
凶
所
胤
一
の
も
の
、
却
ち
例
へ
ば
、
茨
木
、
財
産
、
取
引
、
原

償
、
利
ハ
長
等
D
如
昔
、
人
間
的
活
動
と
は
術
立
に
、
或
は
少
く

も
人
間
的
活
動
D
み
に
依
存
せ
や
し
て
現
は
れ
る
も
の
。
か
く

の
如
昔
所
興
物
に
就
い
て
は
、
先
づ
そ
の
本
質
的
特
性
が
解
明

第
五
十
一
一
一
巻
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合
計
畢
に
於
け
る
概
念
主
用
語
白
阿
毘

さ
れ
ね
ば
な
ら
た
い
。
而
し
て
、
そ
の
概
念
は
酋
時
の
研
究
段

階
の
結
同
市
で
あ
る
か
ら
、
之
を
定
義
す
る
に
首
つ
て
は
屡
hc

使

宜
的
概
念
を
以
て
満
足
し
、
研
究
白
深
化
を
候
っ
て
初
め
て
確

定
概
念
に
置
換
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
左
い
で
あ
ら
う
。

二
、
概
念
(
回
。
開
E
F
)
と
は
観
察
者
が
表
竿
客
世
か
ら
得
た
る

認
識
像

2
F
m
B
E
E
-と
で
あ
る
。
そ
の
明
確
さ
の
程
度
は
概

察
者
白
観
察
強
度
に
よ
っ
て
異
る
。
そ
の
限
り
に
於
い
て
概
念

は
主
概
的
た
も
の
で
あ
る
。
概
念
は
そ
の
都
度
同
一
白
針
象
の

認
識
像
で
あ
る
限
り
に
於
い
て
客
観
性
を
も
ち
、
ま
た
そ
の
針

象
が
同
一
白
繭
角
の
下
に
見
ら
れ
る
限
り
は
共
の
要
鮪
に
於
い

て
一
致
す
る
だ
ら
う
。
併
し
、
概
念
の
精
確
さ
は
並
立
的
に
異

る
の
み
な
ら
十
、
時
間
拘
設
展
に
於
い
て
も
異
る
。
研
究
の
進

歩
に
よ
ヲ
て
概
念
は
愛
化
し
、
漸
弐
精
確
に
友
る
。
研
究
劉
象

D
概
念
形
成
は
研
究
所
動
D
現
は
れ
に
外
な
ら
宇
、
概
念
が
最

早
鑓
化
し
な
い
と
云
ふ
と
と
は
研
究
D
停
滞
の
詮
銭
で
あ
る
。

三
、
表
幸
手
段
(
回

5
5
2呂
v
盟国【向。])

と
は
、
認
識
像
に
よ

っ
て
代
表
さ
れ
た
表
孝
客
慢
を
記
読
し
得
る
所
白
言
語
、
文
字

数
字
或
は
敷
田
牢
附
記
就
等
で
あ
る
。

第
五
十
三
巻

第

擁

O 

O 

四
、
用
語
一
4
2
E
E
)
と
は
、
親
察
者
が
表
章
容
樟
よ
り
得

た
る
認
識
像
(
概
念
)
に
封
ず
る
代
表
的
一
義
的
表
現
で
あ
る
。

と
の
際
注
意
ナ
ペ
垂
は
、
表
章
容
聞
は
概
念
を
介
し
て

D
み
興

へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ
と
と
で
あ
る
。
即
ち
、
表
章
客
躍
は
視

察
者
の
主
観
的
概
念
に
上
っ
て
表
は
さ
れ
、
と
の
概
念
は
ま
た

一
義
的
代
表
的
表
現
郎
ち
用
語
に
よ
っ
て
表
は
さ
れ
る
。
か
く

て
、
用
語
と
は
概
念
を
超
え
た
仕
方
で
表
宰
客
櫨
を
表
は
す
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
個
白
兎
八
万
な
概
念
を
介
し
て
一
義
的
な

仕
方
で
意
味
さ
れ
売
針
象
を
掲
示
す
る
。

以
上
越
ぺ
た
所
か
ら
、
我
々
は
概
念
。
統
一
を
問
題
化
ず
る

の
は
無
意
味
た
と
去
を
知
る
。
概
念
は
主
槻
的
な
、
そ
り
一
精
確

さ
に
於
い
て
務
化
す
る
所
白
認
識
像
で
あ
る
。
そ
れ
を
同
定
し

ょ
う
と
す
る
の
は
認
識
の
進
歩
を
断
念
す
る
に
外
友
ら
な
い
。

問
題
と
な
り
得
る
の
は
唯
と
一
個
D
芳
分
に
精
確
左
概
念
の
再

現
(
定
義
)
に
よ
っ
て
、
如
何
在
る
劉
象
が
意
味
さ
れ
て
ゐ
る
か

を
確
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
簡
単
に
云
へ
ば
、
用
語
制
定
に
よ

っ
て
、
概
念
が
同
定
さ
る
べ
き
で
は
左
〈
、
唯
と
定
義
を
介
し

て
、
同
一
の
用
語
に
劃
し
て
は
強
制
的
忙
同
一
の
針
象
が
意
味

Dr. Stefan Lorentz， Frnnkfurt a.恥!'JAuf welche Weise las抗日cheinc Vel-
einheitlichung der betriebswirtschaftljchen Terrninologie ermogHchen? (2. f. 
Betriebswirtschaft. Jhg. VIII， 1931， Ht. 6， S. 4I1-4IS) 
f苛ほ、ロレンヅは営面白用語専門委員曾白具輔的方策に迄及んでゐる師、彼
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さ
れ
る
や
う
に
な
さ
る
べ
昔
な
の
で
あ
る
。

己
誌
で
、
定
義

(
匂
白
血
白
耳
目
。
ロ
)

の
性
質
に
就
い
て
附
言
し
て

置
か
ね
ば
な
ら
た
い
。
定
義
と
は
、
表
章
容
醐
闘
に
闘
す
る
認
識

像
を
記
述
す
る
己
と
に
よ
っ
て
用
語
を
再
補
償
す
る
と
と
で
あ

る
o

そ
り
記
述
が
何
白
程
度
精
確
で
あ
る
べ
昔
か
は
定
義
の
目

的
に
依
る
。
車
在
る
諸
島
a

の
目
的
の
た
め
な
ら
ば
、
意
味
さ
れ

た
割
象
の
概
念
が
他
の
概
念
か
ら
匡
別
さ
る
べ
き
特
徴
的
左
槙

識
を
砲
事
げ
る
だ
け
で
充
分
で
あ
ら
う
。
併
し
定
義
が
事
問
的
準

事
に
到
す
る
統
制
手
段
と
在
る
の
で
あ
れ
ば
、
概
念
は
如
何
左

る
揚
合
に
於
い
℃
も
出
来
る
限
り
精
確
に
再
現
さ
れ
ね
ば
な
ら

た
い
。

ロ
レ
ン
ツ
に
於
け
る
表
牢
客
館
、
概
念
、

表
章
千
段
及
び
用
語
白
夫
々
の
意
味
、
並
に
用
語
制
定
の
意
義

以
上
に
於
い
て
、

が
明
ら
か
に
さ
れ
得
た
と
思
ム

Q

次
に
は
そ
の
方
法
が
問
題
で

あ
る
。ロ

レ
ン
ツ
に
よ
れ
ば
、

一
個
の
用
語
を
得
る
に
は
原
則
と
し

て
二
つ
の
方
法
が
あ
る
(
別
岡
参
附
)
。
剖
ち
、
一
は
、
慣
用
的
に

合
計
串
に
於
げ
る
概
念
と
用
語
白
問
題

一一一直
E 詰五 」云T~

22ょ

方
法

I
に
於
い
て
は
、

流
布
し
て
ゐ
る
表
宰
千
段

常
忙
於
い
て
言
語
)

か
ら
出
張
し

て
、
そ
れ
ら
の
表
章
手
段
の
基

礎
に
横
っ
て
ゐ
る
概
念
を
殻
見

せ
ん
と
す
る
方
法
{
方
法
I
)
で

あ
り
、
他
は
、

一
個
の
事
物
に

関
す
る
概
念
を
作
ら
ん
と
し
て

モ
白
概
念
を
遁
首
な
る
言
語
或

は
共
他
D
表
章
に
よ
っ
て
現
は

既
に
或
る
概
念
の
存
在
を
誇
明
し
て
ゐ
る
ー
ー
の
背
後
に
諸
問
苫

一
個
の
一
言
語
表
章
そ
の
存
在
は

れ
て
ゐ
る
所
白
主
要
概
念
を
鼓
見
し
、
附
随
概
念
を
除
去
す
る

こ
と
が
問
題
で
あ
る
o
E
の
方
法
を
遁
用
ず
る
場
合
に
は
、
確

定
ナ
ベ
昔
話
義
が
出
来
る
だ
け
慣
用
法
に
矛
盾
し
な
い
や
う
に

努
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
白
際
決
定
的
友
役
割
を
泣
す
の
は
語
感

で
あ
る
。

反
封
比
方
法

E
は
、
認
識
像
が
と
ら
る
べ
き
観
察
強
度
の
如

豊富

競

第
五
十
三
巻

通

目前請の草貼でもな〈また事前D課題でもないから、車には省暗ずる。
Nickllsch， Sy.'otem und einheitliche Terminologie des betrieblichen Rech 8) 



骨
計
車
に
於
け
る
概
念
、
と
用
語
の
問
題

何
に
よ
っ
て
異
り
、
而
も
か
L
る
異
れ
る
認
識
像
に
封
し
表
幸

が
未
だ
定
つ
て
ゐ
な
い
場
合
に
行
は
れ
る
u

従
っ
て
と
の
方
法

に
於
い
て
は
、
第
一
段
に
祈
概
念
の
獲
得
が
問
題
と
な
り
、
第

三
段
に
言
語
或
は
共
他
白
記
践
に
よ
る
と
の
概
念
の
表
現
が
問

題
と
な
る
。
か
く
て
、
と
の
方
法
が
遁
用
さ
れ
る
た
め
に
は
一

定
の
判
別
力
と
一
定
白
語
感
と
が
前
提
さ
れ
ね
ば
な
ら
友
い
。

要
す
る
に
初
に
恒
則
さ
れ
た
目
的
事
象
及
び
所
胤
(
物
の
何
れ

に
劃
し
で
も
、
既
存
の
も
の
が
問
題
に
さ
れ
る
場
合
に
は
方
法

ー
が
、
新
在
も
白
が
問
題
に
さ
れ
る
場
合
に
は
方
法

E
が
適
用

ロ
レ
ン
ツ
は
、
用
語
の
統
一
は
先
づ
容

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

易
に
一
致
を
見
出
し
得
る
目
的
事
象
に
閲
す
る
概
念
よ
り
若
手

ナ
ぺ
き
と
と
を
悠
恕
し
て
ゐ
る
。
荒
し
、
所
興
物
或
は
研
究
針

品
棋
に
闘
す
る
概
念
は
目
的
事
象
に
閲
す
る
概
念
よ
り
も
理
化
す

る
己
と
多
〈
、
読
に
辿
べ
た
如
く
便
宜
的
表
牟
を
以
て
満
足
し

のな

表け
卒れ
はば
同貫工
時ら
にな
『丙い

"" 由通
のら
プで
ロあ
グる
ラ c

ム~Ij
を言
合す
むれ
由通 tr 
ら
で研
あ究
る7)まま
。象

四

最
後
に

ロ
レ
ン
ツ

D
m論
か
ら
若
干
の
問
題
を
捉
へ
て
、

第
五
十
一
一
一
巻

第

挽

問
題
の
所
在
を
一
居
明
か
に
し
て
置
く
。

ロ
レ

Y

ツ
が
概
念
の
統
一
と
用
語
白
統
一
と
を
匝
別
し
て

問
題
を
用
語
白
統
一
、
帥
ち
、
各
個
の
針
象
に
射
し
一
義
的
表

章
を
賦
興
ず
る
と
と
に
限
っ
て
ゐ
る
の
は
一
際
安
歯
止
岡
山
は
れ

る
。
蓋

L
、
用
語
統
一
問
題
を
離
れ
て
も
、
我
々
は
常
に
匝
々

た
る
言
葉
や
概
念
忙
捉
は
れ
る
と
と
な
く
、
そ
れ
ら
白
言
葉
や

概
念
が
資
質
的
に
如
何
な
る
針
象
を
意
味
し
て
ゐ
る
か
を
見
な

け
れ
ば
左
ら
左
い
か
ら
で
あ
る
。
併
し
ロ
レ
ン
ツ
も
云
ふ
如
く

用
需
が
定
義
郎
ち
概
念
規
定
を
遁
じ
て
興
へ
ら
れ
る
限
り
、
〕
足

義
む
仕
方
如
何
が
問
題
と
友
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ

で
用
語
統
一
白
抜
川
最
も
自
ら
定
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

己
の
貼
、
甲
に
「
出
来
る
限
り
精
確
に
」
と
一
古
ふ
白
で
は
韮

だ
不
充
分
で
あ
る
。
蓋
し
、
単
問
上
の
概
念
規
定
は
車
に
抽
象

的
、
在
定
義
を
典
へ
る
だ
け
で
事
足
り
る
課
で
な
く
、
そ
白
瑚
一
論

的
根
械
を
明
確
に
示
さ
ね
ば
た
ら
友
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
前
提
僚
件
と
し
て
、

ロ
レ
ン
ツ
の
所
謂
腕
角
(
出
早
問
的

性
質
円
規
定

筆
者
)
及
び
視
察
強
度
八
紹
管
額
商
串
或
は
舎
計
畢
白

E里

諭

筆
者
)
が
一
定
さ
れ
て
ゐ
る
白
で
な
け
れ
ば
問
題
の
繰

W. V 
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本
的
友
解
決
は
控
み
得
在
い
で
あ
ら
う
。
ま
た
若
し
、
か
L

る

根
本
的
危
解
決
を
暫
〈
措
い
て
、

一
際
形
式
的
に
用
語
を
統
一
す
る
と
云
ふ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

資
践
的
目
的
を
明
確
に
意
識
し
、
表
宰
ず
べ
き
封
象
を
明
ら
か

に
し
て
置
か
ね
ば
在
ら
左
い
で
あ
ら
う
。
車
に
定
義
の
た
め
に

一
定
の
貫
践
的
危
要
求
か
ら

定
義
す
る
白
で
は
、
事
問
的
に
殆
ん
ど
意
義
を
も
ち
得
な
い
と

'
と
は
勿
論
、
賓
際
的
な
利
用
も
似
め
て
乏
し
い
で
あ
ら
う
ロ
と

の
己
L
」
は
従
来
の
例
に
服
し
て
も
明
か
で
あ
る
。

か
く
白
如
く
用
語
の
統
一
は
ま
て
困
難
た
己
と
で
あ
り
、

ま
た
俄
令
寅
現
さ
れ
た
と
し
て
も
自
ら
限
度
白
あ
る
と
と
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
統
一
に
劃
す
る
要
望
は
強
い
。
要
は

概
念
規
定
を
明
確
に
す
る
と
と
に
あ
る
が
、
制
定
用
語
に
構
成
-

が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
之
を
促
進
す
る
に
相
官
の
役
割
を
果
一

ロ
レ
ン
ツ
白
紹
介
も
と
の
意
味
に
於
い
て
強
ち
一

ず
で
あ
ら
う
。

無
意
義
で
は
友
い
と
忠
は
れ
る
の

庚
域
相
前
内
保
件




